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日
本
医
師
会
設
立
70
周
年
記
念
式
典
並
び
に
医
学
大
会

横倉会長

加藤厚労大臣と
    適正な医療費の確保に向けた協力を確認

今
回
の
会
談
で
は
、ま
ず
、

横
倉
会
長
が
、
安
倍
晋
三
内

閣
総
理
大
臣
が
11
月
１
日
に

発
足
す
る
第
４
次
安
倍
内
閣

に
お
い
て
現
閣
僚
を
全
員
留

任
さ
せ
る
意
向
を
示
し
た
こ

と
に
触
れ
、
再
任
へ
の
祝
意

を
示
す
と
と
も
に
、
引
き
続

き
の
協
力
を
求
め
た
。

ま
た
、
自
身
が
10
月
の
世

界
医
師
会
シ
カ
ゴ
総
会
で
世

界
医
師
会
長
に
就
任
し
た
こ

と
を
報
告
し
、
こ
れ
ま
で
の
支

援
に
対
す
る
謝
辞
を
述
べ
た
。

そ
の
上
で
、
平
成
30
年
度

の
予
算
編
成
に
向
け
て
は
、

資
料
を
基
に
日
医
の
考
え
を

説
明
。
「
厳
し
い
財
政
状
況

か
ら
、
医
療
費
が
青
天
井
で

増
加
す
る
こ
と
を
心
配
す
る

声
も
あ
る
が
、
日
本
健
康
会

議
で
の
取
り
組
み
な
ど
、

我
々
医
療
側
の
努
力
に
よ

り
、
国
民
医
療
費
の
実
績
値

は
、
過
去
の
推
計
値
を
大
き

く
下
回
っ
て
い
る
」
と
し
た
。

横
倉
会
長
は
、
ま
た
、
①

高
齢
社
会
に
あ
っ
て
医
療
・

福
祉
分
野
は
需
要
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
②
２
０
０

０
年
か
ら
２
０
１
１
年
に
か

け
て
の
医
療
・
福
祉
分
野
の

国
内
生
産
額
の
伸
び
が
最
も

高
い
こ
と

─
等
を
示
し
、

「
医
療
に
財
源
を
投
入
す
れ

ば
、
特
に
医
療
従
事
者
の
比

率
が
高
い
地
方
で
は
経
済
の

活
性
化
に
よ
り
、
経
済
成
長

を
促
し
、
地
方
創
生
へ
の
多

大
な
貢
献
に
も
つ
な
が
る
」

と
指
摘
。
診
療
報
酬
の
仕
組

み
に
つ
い
て
も
触
れ
、
昨
今

の
新
聞
報
道
で
は
医
師
の
人

件
費
と
し
て
い
る
が
、
技
術

料
に
は
医
師
、
看
護
師
等
、

医
療
従
事
者
の
人
件
費
だ
け

で
な
く
、
医
療
経
営
の
原
資

を
つ
か
さ
ど
る
設
備
関
係

費
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

や
、
医
療
機
器
・
材
料
費
等

が
、
医
薬
品
費
に
は
制
度
発

冒
頭
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
横
倉
義
武
会
長
は
、
去
る

10
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
世

界
医
師
会
シ
カ
ゴ
総
会
に
お

い
て
、
世
界
医
師
会
長
に
就

任
し
た
こ
と
を
報
告
し
、「
国

民
の
健
康
寿
命
を
世
界
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
に
ま
で
押
し
上
げ

て
き
た
わ
が
国
の
優
れ
た
医

療
シ
ス
テ
ム
が
、
世
界
が
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
高
齢
社

会
を
安
心
へ
と
導
く
モ
デ
ル

と
な
り
、
こ
れ
を
世
界
に
発

信
す
る
こ
と
で
、
世
界
中
の

人
々
の
幸
福
の
実
現
に
貢
献

で
き
る
よ
う
最
大
限
の
力
を

尽
く
し
て
い
く
」
と
の
決
意

を
示
し
た
。

ま
た
、
日
医
が
、
本
年
６

月
、
一
般
社
団
法
人
日
本
記

念
日
協
会
に
対
し
て
、
設
立

記
念
日
で
あ
る
11
月
１
日
を

「
い
い
医
療
の
日
」
と
し
て

記
念
日
登
録
を
行
い
、
認
定

を
受
け
た
こ
と
や
、
制
定
を

記
念
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
記

念
切
手
を
発
行
し
た
こ
と
を

披
露
。「
本
日
が
最
初
の
『
い

い
医
療
の
日
』
で
あ
り
、
こ

の
登
録
を
き
っ
か
け
に
、『
い

い
医
療
の
日
』
が
国
民
に
広

く
認
知
さ
れ
、
公
に
認
め
ら

れ
る
よ
う
今
後
と
も
必
要
な

活
動
を
行
っ
て
い
く
」
と
述

べ
、
受
賞
者
の
多
大
な
る
功

績
に
敬
意
を
表
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
を
代
表
し

て
あ
い
さ
つ
し
た
加
藤
勝
信

厚
生
労
働
大
臣
（
武
田
俊
彦

医
政
局
長
代
読
）
は
、
本
医

学
大
会
の
意
義
を
称
え
た
上

で
、
「
日
医
が
長
き
に
わ
た

り
、
国
民
の
た
め
に
医
学
・

医
療
の
発
展
と
質
の
向
上
に

努
め
ら
れ
、
わ
が
国
の
保
健

医
療
を
支
え
て
下
さ
っ
た
こ

と
に
改
め
て
感
謝
す
る
」
と

し
た
。
更
に
、
横
倉
会
長
の

世
界
医
師
会
長
就
任
に
対
し

心
か
ら
の
祝
意
を
示
す
と
と

も
に
、
「
災
害
や
公
害
、
感

染
症
対
策
を
始
め
と
し
て
、

わ
が
国
の
医
療
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
し
て
き
た
日
医
の

見
識
や
経
験
、
そ
し
て
先
見

性
が
、
日
本
国
内
に
限
ら
ず

世
界
各
国
で
生
か
さ
れ
る
こ

と
を
大
変
う
れ
し
く
思
う
。

横
倉
会
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
よ
り
、
世
界
の
保
健
医

療
水
準
が
大
き
く
向
上
し
て

い
く
も
の
と
信
じ
て
い
る
」

と
述
べ
た
。

そ
の
後
、
表
彰
式
に
移
り
、

受
賞
者
に
対
し
て
、
横
倉
会

長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
目

録
が
授
与
さ
れ
た
。

最
後
に
、
受
賞
者
を
代
表

し
て
、
近
藤
稔
大
分
県
医
師

会
長
が
、
「
わ
が
国
の
優
れ

た
国
民
皆
保
険
制
度
の
縮
小

が
気
掛
か
り
で
あ
る
が
、
多

様
化
し
た
医
療
・
介
護
の
問

題
が
山
積
す
る
状
況
の
中
、

日
医
が
さ
ま
ざ
ま
な
解
決
策

を
検
討
さ
れ
、
積
極
的
に
提
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言
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し

敬
意
を
表
す
る
。
本
日
の
受

賞
を
契
機
に
一
層
の
研け

ん

鑽さ
ん

を

積
み
、
医
学
の
振
興
、
国
民

医
療
の
向
上
に
努
力
す
る
決

意
を
新
た
に
し
て
い
る
」
と

謝
辞
を
述
べ
た
。

表
彰
式
終
了
後
に
は
、
日

本
医
師
会
医
学
賞
受
賞
者
に

よ
る
「
骨
免
疫
学
に
よ
る
自

己
免
疫
疾
患
お
よ
び
骨
関
節

疾
患
の
研
究
」
（
高
柳
広
東

京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究

科
教
授
）、「
未
病
と
予
防
の

遺
伝
環
境
医
学
に
関
す
る
研

究
」
（
小
泉
昭
夫
京
都
大
学

大
学
院
医
学
研
究
科
教
授
）、

「
糖
尿
病
病
態
の
分
子
生
物

学
的
解
析
と
新
規
糖
尿
病
治

療
法
開
発
へ
の
応
用
」
（
荒

木
栄
一
熊
本
大
学
大
学
院
教

授
）
の
３
講
演
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
門
田
守
人
日
本
医

学
会
長
が
、
日
本
医
師
会
医

学
研
究
奨
励
賞
を
受
賞
し
た

15
の
研
究
概
要
を
紹
介
し
、

大
会
は
終
了
と
な
っ
た
。

な
お
、
白
寿
会
員
47
名
、

米
寿
会
員
８
６
９
名
の
慶
祝

者
に
は
、
更
な
る
長
寿
を
祈

念
し
て
、
後
日
、
銀
盃
が
贈

呈
さ
れ
た
。

足
時
に
十
分
な
技
術
評
価
が

で
き
な
か
っ
た
不
足
分
に
相

当
す
る
潜
在
技
術
料
が
、
そ

れ
ぞ
れ
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
説
明
し
、理
解
を
求
め
た
。

更
に
、
安
倍
総
理
が
経
済

財
政
諮
問
会
議
で
春
季
労
使

交
渉
に
お
い
て
３
％
の
賃
上

げ
を
要
請
し
た
こ
と
を
受
け

て
、
「
民
間
病
院
は
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
の
実
施
率
、
賃
金
の

改
定
額
、
同
改
定
率
の
い
ず

れ
に
お
い
て
も
改
善
が
遅
れ

て
お
り
、
医
療
関
連
職
種
だ

け
が
取
り
残
さ
れ
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
」
と
訴
え
た
。

一
方
、
改
定
を
行
う
財
源

に
つ
い
て
は
、
薬
価
引
き
下

げ
財
源
な
ど
を
活
用
す
る
こ

と
を
求
め
、
11
月
上
旬
に
公

表
さ
れ
る
医
療
経
済
実
態
調

査
の
結
果
を
踏
ま
え
た
適
切

な
判
断
を
求
め
た
。

こ
れ
ら
の
要
望
に
対
し

て
、
加
藤
厚
労
大
臣
は
一
定

の
理
解
を
示
し
た
上
で
、「
今

後
、
中
医
協
で
公
表
さ
れ
る

予
定
の
医
療
経
済
実
態
調
査

な
ど
を
参
考
と
し
な
が
ら
、

必
要
な
方
々
に
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
し

っ
か
り
と
議
論
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

そ
の
他
、
会
談
で
は
、
当

日
の
全
国
紙
の
朝
刊
で
厚
労

省
と
財
務
省
が
次
回
の
診
療

報
酬
改
定
を
マ
イ
ナ
ス
に
す

る
方
針
と
の
報
道
が
な
さ
れ

た
こ
と
も
話
題
と
な
っ
た

が
、
加
藤
厚
労
大
臣
は
報
道

内
容
を
明
確
に
否
定
。
今
後

も
、
適
正
な
医
療
費
の
確
保

の
た
め
、
日
医
と
厚
労
省
が

協
力
し
て
対
応
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
た
。

　

横
倉
義
武
会
長
は
10
月
31
日
、
厚
生
労
働
省
で
加
藤
勝
信
厚
労

大
臣
と
会
談
を
行
い
、
適
正
な
医
療
費
の
確
保
に
向
け
て
両
者
が

協
力
し
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。
















